
３．結果 

 田植え時の株数設定を、１坪（3.3㎡）当り疎植区３７株、普通移植区６０株としました。 

（１）苗箱の比較 

１０ａ当たり疎植区１２枚、普通移植２４枚となり使用量が半分となりました。 

 

１．疎植栽培とは 

標準よりも「株間・条間」が広く、そのため田植えに使用する苗の枚数が少な

く「労働の軽減」「育苗費の軽減」を目的とされ、普及し始めた技術です。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県立庄内農業高等学校 作物チーム 

私たち庄内農業高校作物チームでは、今年度「水稲疎植栽培」の普及拡大を目標に研究に取り組んできました。

そこで研究結果のまとめを行いました。農家の方々に今後の経営に生かしていただけたらと思います。 

２．疎植栽培の利点 

 疎植栽培の利点として、太い茎になり倒伏が少ないこと、分げつが旺盛になること、光が株元まで当たり光合成が

促進されること、風通しがよくなり病害虫に強くなることなどがあげられます。また、穂が多くつきます。 

一株が大きい！茎が太い！ 穂が大きい！ 倒伏しない！ 

普通移植区 疎 植 区 
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 ㎡当たり穂数 

（本） 

平均１穂籾数

（粒） 

登熟歩合 

（％） 

玄米千粒重 

（ｇ） 

収量 

（㎏）/１０ａ 

普通移植区 426 70 86 22 569 

疎植区 383 73 90 22 567 
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（２）収量 

１０ａ当たりの収量として、普通移植区「５６９ｋｇ」、疎植区「５６７ｋｇ」となり、疎植でも安定した収量を得る

ことが可能です。 

 

（３）作業時間（春作業時） 

   １０ａ当りの作業時間は、普通移植区「６．５時

間」、疎植区「５．８時間」となり、0.7 時間の短縮が

可能となります。 

（４）品質 

   品質は両区とも整粒歩合９０％を超え、疎植でも品質の良い米の生産ができました。 

（５）食味 

   食味値は普通移植区「７６」、疎植区「７９」と疎植の方が高い結果となりました。疎植栽培により倒伏しな

かった事がよい結果をもたらしたと考えられます。 

（６）経営収支 

   １０ａ当りの収支は普通移植区「２９，７１４円」、疎植区「３８，２３０円」となり、疎植区の方が、８，５１６円

収益増となりました。 

【収入】                            【支出】                                 

 普通移植区 疎植区  普通移植区 疎植区 

収 量 569ｋｇ 567ｋｇ 固定費 ５９，９３８円 ５５，６０２円 

単 価 260円 260円 うち減価償却費 ２７，１７６円 ２２．８４０円 

粗収入 147，940円 147，420円 変動費 ３９，６５１円 ３５，７８３円 

   労働費 １８，６３７円 １７，８０５円 

   費用合計 １１８，２２６円 １０９，１９０円 

 

普通区 【収入】１４７，９４０円－【支出】１１８，２２６円＝【利益】２９，７１４円 

疎植区 【収入】１４７，４２０円－【支出】１０９，１９０円＝【利益】３８，２３０円 


